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市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総

合
計
画
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12

年
度
ま
で
の
10
年
計
画
で
あ
り
、
本
年

度
で
前
期
基
本
計
画
の
５
カ
年
が
終
了
。

現
在
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
の
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
後
期
基

本
計
画
は
、
人
口
減
少
や
少
子
化
の
進

行
、
地
域
経
済
や
暮
ら
し
方
の
変
化
等
、

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
市
民
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
道
筋
を
示
す
極
め
て
重
要
な
指

針
と
な
り
、
前
期
基
本
計
画
の
成
果
を

着
実
に
引
き
継
ぎ
、
必
要
な
改
革
や
新

た
な
挑
戦
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
重
要
業
績
評
価
指
標

(

Ｋ
Ｐ
Ｉ)

の
達
成
状
況
や
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
見
通
し
、
市
の
実
情
に
即
し
た
計

画
策
定
に
取
り
組
む
べ
き
等
の
意
見
や

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

高
梁
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
か
ら
の
第
４
次
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
歳
出

構
造
へ
の
転
換
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
現
在
、
そ

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
騰
や
人
件

費
の
上
昇
等
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が

　

８
月
22
日
に
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
執
行
部
か
ら

「高
梁
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
つ
い
て
」、
「高
梁
市
行
財
政
改
革
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
総
合
計
画
」
と
は

　

本
市
が
目
指
す
都
市
像
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
の
行
財
政
運
営
の
基
本
方
針
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
高
梁
市
が
進
む
べ
き
羅
針
盤
、
指
針
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　当初の計画を立てたときには、令和8年度から令和10年度の3年間で

は約3億2900万円の収支不足を見込んでいました。しかし、急激な物

価高騰・賃金上昇により、令和6年度決算を基に改めて試算したところ、

令和8年度から令和10年度の赤字は約8億1900万円に増える見込みと

なり、当初の見込みより約５億円の財源不足が追加で生じています。

 

基金（預金）の状況について
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R5年度プラン策定時 見直し後の増加額

1.29
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強化集中プランで対応
4億9000万円）

現行プランで対応
(3億2900万円）

収支不足額

市税

繰入金

35%

その他交付金 18%

令和６年度歳入構造（普通会計）

6%

加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
る
中
、
今
後
、

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る

試
算
が
出
る
な
ど
、
想
定
を
上
回
る
収

支
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
現
在
の
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
に
加
え
て
、
緊
急
で
３
年
間

の
強
化
集
中
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
危
機

的
状
況
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
人
件
費
や
基
金
、
市

税
等
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
行
政
、

議
会
、
市
民
を
含
め
た
オ
ー
ル
高
梁
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　令和６年度歳入は普通会計で307億7483万8千円となりました。 市が独自に調達

できる 「自主財源」 は８１億５９０１万円で、 国や県などに依存している 「依存財源」

は２２６億１５８２万8千円で、 歳入全体の７割以上を国や県などに依存していることに

なります。

普通会計とは、 一般会計と特別会計のうち公営事業会計 （上水道 ・

下水道等の公営企業会計及び 国民健康保険事業特別会計等） 以外

の会計を統合して一つの会計としてまとめたもの。

　高梁市には全部で３３項目の基金があり、 それぞれの基金の目的に沿う支出が行わ

れています。 令和６年度の基金残額は全体で83億7949万円となり、 令和5年度に

比べ7億7756万9千円 （8.5％） 減少しています。

　また、 災害などの不測の事態や年度間の財源不足に備えるための預金である 「財

政調整基金」 の残高は１９億２８４６万４千円で令和5年度より１億1021万4千円

（6.1％） 増加しています。 　これを市民一人あたりにすると約7万５千円となります。

　高梁市の借金である地方債の借入金は、全体で329億2401万円となっています。

このうち 「臨時財政対策債」 を除けば267億6688万円で、 令和5年度に比べ26億

8930万円 （11.2％） 増加しています。 これを市民一人あたりにすると、 約105万

円となります。

高
梁
市
の
歳
入
の
構
造
に
つ
い
て

議会全員協議会開催議会全員協議会開催議会全員協議会開催

「臨時財政対策債」 とは
 　国から地方自治体に交付される 「地方交付税」 の財源が不足した場合に、
その不足分を一時的に地方自治体が借り入れを行う地方債のこと

市税 12.2%

繰入金 5.7%

繰越金 3.9%

諸収入 2.0%

使用料及び手数料 1.2%

分担金及び負担金 0.3%

その他自主財源 1.2%

地方交付税 34.7%

県支出金 3.9%

地方贈与税 1.2%

その他交付金 1.0%

自主財源

依存財源

歳入総額

307億7483万8千円

26.5%

73.5%

 

地方消費税交付金 2.6%

国庫支出金 12.0%

地方債 18.1%
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